
各研究会のレポートは，高
知市教育委員会学校教育課
のＨＰをご参照ください。

発行 令和５年３月
高知市教育委員会
学力向上推進室

高知の授業の未来を創る推進プロジェクトにおける

国語科 授業づくり講座
＜第３回教材研究会・第４回授業研究会＞

高知市立大津小学校 第３学年
令和４年１１月２２日（火）実施

単元名：見つけよう！物語をおもしろくするためのしかけ ～物や道具に気をつけて読む～
教材名：「ゆうすげ村の小さな旅館」（東京書籍 ３年下）

令和４年度高知の授業の未来を創る推進プロジェクト事業における「高知の授業づくり講座」では，学習指導要領が目指す授業づくりを推し進めるとともに，日常的な授業研究に取り組む
風土づくりを行い，自ら学び続け，共に高め合う教員の育成を目指し，拠点校を会場に教材研究会・授業研究会を１セットとして，年間２セット実施します。今年度の２セット目について，高知
市小学校拠点校である大津小学校での，第３回教材研究会，第４回授業研究会について，第３学年の具体的な授業を通した単元の学びの様子を紹介します。

言語活動を通して，資質・能力を育成する単元づくり ～指導と評価の一体化～

〇本単元で育成したい「資質・能力」 〇言語活動と教材 〇単元構想

教材研究会より

授業研究会より 第二次 ８／12時

「読むこと」における
指導と評価の充実
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言語活動

＜授業の構想の仕方＞
授業を構想する際， 中学までの系統（横のライン）と，学習過程（縦のライン）をしっ
かり見通し，指導事項から構想していくことが大切。本単元は， 指導事項，言語活動，
評価規準の順につくっていきながら， 学習内容と評価の計画を立てているのがよい。

＜指導事項としかけを読むことの関係性＞
「しかけ」 に着目して叙述を読むことは， 登場人物の行動や気持ちを読むことにな
り， 効果的に働く。「しかけ」を見付けることが大前提になると， 指導事項が置き去り
になってしまうので， 指導の際に留意しなければならない。

＜成果物の扱いに留意＞
成果物（リーフレット）を作ることが目的になってはいけない。きれいにできているもの
がよいものだという考えから脱却しなければ， 本質的な評価ができない。 何を評価
するのか， 何のためにその活動をしているのか吟味しなければならない。

＜子供が追究したくなる課題＞
子供たちが「しかけ」を見付けたい（追究したい）と思って読んでいくのはよい。しか

し， 「しかけ」を追求することで終わらないように， 子供たちの興味関心から指導事項
につないでいくことで， スパイラルに高まっていくことができる。 そこが単元づくりの面
白さであり， 難しさである。

≪学習指導要領の趣旨を実現するための
授業改善に向けて≫
いつも行っている活動が， それでよいの
か常に問い直しをする必要がある。 「この
子供たちと, この活動であるから， 資質・
能力の育成に効果的な工夫である」 とい
える授業をつくることを目指したい。

（右図参照）

①物語りの始めと終わり
の中心人物の様子や行
動，気持ちを比較し，
変化を捉える。

②中心人物の変化に影響を
与えた（変わるきっかけ
となった）人物の様子や
行動,気持ちを捉える。

<本時の目標> 中心人物の変化について，叙述を基に読み取り，「しかけを
見つけるポイント」を見付けることができる。

本時の評価規準・評価方法

本時の評価規準
Ｃ⑴イ構造と内容の把握

「読むこと」において，
登場人物の行動や気持ちな
どについて，叙述を基に捉
えている。

ノート・教科書 中心人物
の変化を読み取り，「しか
けを見つけるポイント」と
して，中心人物の変化に大
切な役割をもつ「物」を捉
えているかの確認。

教科書の叙述に
線を引き，比較
する。

「言葉による見方・考え方」を
働かせている児童の姿

で
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③「中心人物の変化の視
点」でみたときに，ど
のようなしかけがある
のかを考える。

④「しかけを見つけ
るポイント」をま
とめる。

⑤自分の選んだ物語の中で，
登場人物の変化に大切な役
割のある「物」に，「しか
け」がないか読む。

中心人物の変化は場面読
みではつかむことができな
い。場面ごとに細かく区切
って読む指導ではなく，物
語全体を俯瞰して読む指導
が必要。

中心人物の変化に影響
を与えた人物（対人物）
の「行動」や「できご
と」については，これま
でに見付けたポイントで
あることを確認すること
で，その
他の叙述
に着目さ
せる。

見付けたしかけ（具
体）を「しかけを見つ
けるポイント（観点）」
として，抽象的な言葉
（一般化した言葉）で
表すことで，児童が他
の物語を読む際にも着
目して読む視点となり，
効果を考えながら読む
ことができる。

「言葉による見方・考え方」を働かせるための明示的指導
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授業者より

小原 光 教諭
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〇本校でも，「わかる」「できる」を往還し
た授業づくりの重要性について理解し，実
践をしている。「読むこと」の領域の実践

については，内容の読み取りで終わる授業が多く,「わかる」
「できる」を往還する提案授業を今までに研究会等で参観した
ことがなかったので，大津小の実践には学ぶことが多かった。
単元でどのような資質・能力を身に付けなければならないのか
考え，授業づくりをしていきたい。

〇大津小の子どもたちは，言葉による見方・考え方を働かせなが
らめあてへと迫り，その中で自発的に問い（課題）を生み出し
ていた。このような授業を続けていくことは，「わかる」場面
において，質の高い理解を促すとともに，児童の意欲を生み出
していくに違いないと感じた。

〇児童が言葉の力をインプットしたことをアウトプットする際に，
視点や観点がなくてはどのように活用してよいのか困り感をも
ってしまう。教材の内容だけでなく，学んだことが児童の力と
なるような国語の授業をしていきたい。

〇本単元の実践を何度か見てきたが，すべてしかけを見付けるこ
とが目的となった授業だった。児童は単元を通して「しかけを
見つけるポイント」を積み上げていたが，ポイントである「人
物像」「出来事」「行動」「名前」等に着目して他の物語を読
むことは，指導事項「イ構造と内容の把握」の「人物の行動や
気持ちについて叙述を基に読み取る」際の手掛かりとなり，資
質・能力を着実に身に付けることができると感じた。

〈小・中の学びをつなぐ〉 「読むこと」 イ構造と内容の把握

国語科の学習内容は，系統
的・段階的に上の学年につな
がっていくとともに，螺旋的・反復
的にくり返しながら学習し，資質・
能力の育成を図ることを基本とし
ている。
書かれている内容だけでなく，

形式を捉えて読むことは，作品に
隠された象徴性や暗示性，メッセ

セージ性などを読む高学年の読解や，主体的な読書活動にもつながる。学年ご
との段階的な学びを積み重ねていくことで，自分の考えを確かなものにしたり，
広げ，深めたりするようにしたい。

授業づくり講座に取り組んでみて，学習
評価や系統性，言語活動を通した単元づく
り，一時間，一時間の授業づくりについて，
詳しく学ぶことができた。
本時までの授業の中で，中心人物を見付

けたり，あらすじをまとめたりして，これ
までの単元での学びを生かして学習を進め
ることができていた。本時は，中心人物の
変化に，対人物がどのように関わっている

のかについて，大切な役目のある「ウサギダイコン」や「よも
ぎの葉っぱ」などの「物」について十分に抑えることができて
いなかったことで，課題の解決が難しくなった子どもが見られ
た。これまでにも毎時間「しかけを見つけるポイント」を見付
け，そのポイントを使って自分の選んだ物語から「しかけ」を
見付けるという「わかる」と「できる」を繰り返してきた。こ
れからの読書活動や，物語の学習をする時に，この単元での学
びを生かして，登場人物の行動や出来事，名前や物に着目しな
がら読み進めていく，読み深めていく子どもたちになってほし
いと思っている。そんな子どもたちを育てていくためにも，こ
れからも国語の授業づくりに取り組んでいきたいと思う。

（第二次 ８／12）授業研究会・本時

（第三次 11／12） （第三次 12／12）

「七草」の
リーフレット

違う物語を読んだ友達と
「リーフレット」を紹介
し合い，付箋に表現の良
さについての感想を書き
交流させる。
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